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まえがき

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人情報処理

学会情報規格調査会(IPSJ・ITSCJ)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格

を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格

である。これによって，JIS X 5731-8：1997 は改正され，この規格に置き換えられる。

改正に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO/IEC 9594-8：2001，Information

technology─Open Systems Interconnection─The Directory：Public-key and attribute certificate frameworks を基礎

として用いた。

JIS X 5731-8 には，次に示す附属書がある。

附属書 A（規定） 公開かぎ証明書及び属性証明書の枠組みの ASN.1 表記

附属書 B（規定） CRL の生成及び処理規則

附属書 C（参考） デルタ CRL の発行例

附属書 D（参考） 権限方針及び権限属性の定義例

附属書 E（参考） 公開かぎ暗号法

附属書 F（規定） アルゴリズムオブジェクト識別子の参照定義

附属書 G（参考） 証明経路制約の使用例

附属書 H（参考） 情報項目定義のアルファベット順索引

附属書 I（参考） 旧版に対する追補及び技術に関する正誤票

附属書 1（参考） ISO/IEC 9594-8：2001，Information technology─Open Systems Interconnection─The

Directory：Public-key and attribute certificate frameworks

JIS X 5731 の規格群には，次に示す部編成がある。

JIS X 5731-1　第 1 部　概念，モデル及びサービスの概要

JIS X 5731-2　第 2 部　モデル

JIS X 5731-3　第 3 部　抽象サービス定義

JIS X 5731-4　第 4 部　分散操作の手順

JIS X 5731-5　第 5 部　プロトコル仕様

JIS X 5731-6　第 6 部　代表的な属性型

JIS X 5731-7　第 7 部　代表的なオブジェクトクラス

JIS X 5731-8　第 8 部　認証の枠組み

JIS X 5731-9　第 9 部　複製

JIS X 5731-10 第 10 部　システム管理を利用したディレクトリの管理
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開放型システム間相互接続─

ディレクトリ─

第 8 部　認証の枠組み

Information technology─
Open Systems Interconnection─The Directory：

Public-key and attribute certificate frameworks

序文　この規格は，2001 年に第 4 版として発行された ISO/IEC 9594-8：2001，Information technology─Open

Systems Interconnection─The Directory：Public-key and attribute certificate frameworks について，技術的内容

を変更することなく日本工業規格として採用するために作成されたものであり，1.については原国際規格

の同項目を全文翻訳し，2.以降については，それぞれ原国際規格の同項目の内容を引用するものとした。

1. 適用範囲　この規格は，認証及びその他のセキュリティサービスの領域におけるセキュリティ要件を，

十分なサービスの基礎である枠組み一式の提供を通して取り扱う。特に，この規格は，次に示す枠組みを

規定する。

a) 公開かぎ証明書の枠組み

b) 属性証明書の枠組み

c) 認証サービスの枠組み

この規格で定義する公開かぎ証明書の枠組みは，公開かぎ証明書及び証明書失効リスト（CRL）を含む，

公開かぎ基盤（PKI）のための情報オブジェクトを規定する。属性証明書の枠組みは，属性証明書及び属

性証明書失効リスト（ACRL）を含む，権限管理基盤（PMI）のための情報オブジェクトを規定する。また，

この仕様は，証明書の発行，管理，利用及び失効を行うための枠組みを提供する。両方の型の証明書及び

すべての失効リストのスキームに対応した形式定義の形で，証明書及び失効リストの拡張機構を規定する。

さらに，この規格は，多くの PKI 及び PMI のアプリケーションに対して一般的に有益と期待される，証明

書及び CRL 用の標準拡張一式を規定する。この規格は，PKI 及び PMI のオブジェクトをディレクトリ上

に格納するための，オブジェクトクラス，属性型及び照合規則を含むスキーマ要素を規定する。この枠組

みを超えた PKI 及び PMI の他の要素，例えば，かぎ管理プロトコル，証明書管理プロトコル，操作プロト

コル，追加の証明書拡張及び CRL 拡張などは，他の標準化団体（ISO TC68，IETF など）によって規定さ

れることを期待している。

この規格で定義する認証スキームは，一般的であり，様々な応用及び環境に適用し得る。

ディレクトリは，公開かぎ証明書及び属性証明書を使用する。この規格は，ディレクトリにおけるこれ

らの証明書の利用についての枠組みも規定する。証明書を含む公開かぎ暗号技術は，ディレクトリにおい

て，厳密認証，署名付き操作及び暗号化操作，署名付きデータ及び暗号化データのディレクトリ上での格


